
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
谷
市
立
佐
谷
田
小
学
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木
村 

 

浩 

 

一 

学
校
の
沿
革 

明
治
二
十
二
年
六
月
一
日 

戸
出
金
錫
寺
に
開
校 

 
 

校
名
を
佐
谷
戸
学
校
と
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

昭
和
二
十
二
年
四
月 

学
制
改
革
で
六
・
三
制
と
な
り
、

校
名
を
佐
谷
田
小
学
校
と
す
る 

 
 

 

昭
和
五
十
三
年
三
月 

上
越
新
幹
線
工
事
の
た
め
現

在
地
に
移
転
校
舎
・体
育
館
竣
工 

 
 

 

昭
和
六
十
三
年
五
月 

開
校
百
周
年
記
念
式
典
・
事

業
を
行
う 

 
 

 

令
和
元
年
十
月 

埼
玉
・教
育
ふ
れ
あ
い
賞
受
賞 

令
和
三
年
十
一
月 

熊
谷
市
教
育
特
別
賞
受
賞 

 

本
校
は
、
明
治
六
年
、
当
時
の
佐
谷
田
村
に
佐
谷
田
学
校
、

平
戸
村
に
平
戸
学
校
が
設
置
さ
れ
た
後
、
村
の
統
廃
合
に

伴
う
学
校
の
廃
校
や
編
入
を
経
て
、
明
治
二
十
二
年
六
月

に
佐
谷
戸
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。
埼
玉
県
・熊
谷
市
の
魚
で

あ
り
埼
玉
県
の
天
然
記
念
物
で
あ
る「
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
」
の
保

護
と
増
殖
活
動
に
、
久
下
小
と
熊
谷
東
中
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
増
殖
活
動

の
総
計
は
、
令
和
五
年
ま
で
で
八
七
九
○
匹
と
な
っ
た
。
。  

 

二 

校
章
・校
歌
制
定
に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

１ 

校
章 

 
 

 
 

 
 

漢
字
の「
田
」を
八
個
の
カ
タ
カ
ナ
の「
サ
」
が
円
形

に
囲
む
形
で
で
き
て
い
る
こ
と
で
、「
サ
ヤ
ダ
」
を
表

現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

２ 

校
歌 

 
 

 
 

 
 

子
ど
も
た
ち
が
、
き
び
し
さ
を
自
ら
課
し
つ
つ
も
、

お
お
ら
か
に
伸
び
伸
び
と
生
活
し
て
希
望
を
も
て

る
こ
と
や
、
空
気
が
さ
わ
や
か
で
、
水
清
ら
か
な
佐

谷
田
の
地
が
、
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
た
ち
の
理
想
の

象
徴
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。  

 
 

 
 

 
 

 

【
参
考 

開
校
百
年
記
念
誌
】 



                   
校 

歌
＾ 

神
沼
新
十

郎 
  

 

作
詞 

荒

井

敬

正 
 

 
 

作
曲 

 

一 

山
並
遠
く 

荒
川
の 

恵
み
豊
か
な 

ふ
る
さ
と
に 

と
も
に
鍛
え
て 

伸
び
伸
び
と 

希
望
あ
ふ
る
る 

わ
が
つ
ど
い 

あ
あ 

母
校 

佐
谷
田
小
学
校 

二 

窓
に
は
稲
の 

風
か
お
り 

清
い
泉
の 

わ
く
と
こ
ろ 

明
る
く
学
ぶ 

こ
の
庭
に 

理
想
は
ぐ
く
む 

わ
が
歩
み 

 

あ
あ 

母
校 

佐
谷
田
小
学
校 

三 

誇
り
は
高
く 

受
け
継
い
で 

心
新
た
に
い
そ
し
め
ば 

お
の
ず
と
そ
ろ
う 

足
並
み
に 

文
化
の
花
は 

咲
き
競
う 

あ
あ 

母
校 

佐
谷
田
小
学
校 


